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養心会三つの心

争
わ
な
い
心

　
拘
わ
ら
な
い
心

　
　
　
　
焦
ら
な
い
心

交流会終了後の記念撮影　200名の仲間が集まりました

■
第
8
回
楊
家
養
心
太
極
拳

　
　
　
　
と
こ
な
め
合
宿
交
流
会

都
築
義
之

今
年
、愛
知
県
常
滑
市
は
市
制
60
周
年
に
当
た
り
、

休
日
は
各
方
面
で
祝
い
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、
活
気

あ
ふ
れ
る
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
第
8

回
楊
家
養
心
太
極
拳
と
こ
な
め
合
宿
交
流
会
が
11
月

8
日
（
土
）、
9
日
（
日
）、
常
滑
市
サ
ザ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
、
横
浜
、
大
阪
、
奈
良
、
県
内
近
郊
、
地
元

の
同
心
同
学
の
方
々
が
約
2
0
0
名
集
結
し
、
再

会
の
喜
び
は
握
手
と
笑
顔
で
表
現
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
交
流
会
に
胸
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
が
、
本

交
流
会
が
市
制
60
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
滑
市
長
が
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
来
賓
と
し
て
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

13
時
、
司
会
者
か
ら
の
〝
一
同
礼
〞
で
始
ま
り
、

開
式
の
辞
、
主
催
者
・
杉
江
満
寿
夫
副
理
事
長
の
挨

拶
、
楊
麻
紗
先
生
の
〝
本
日
は
晴
天
な
り
〞
の
天
候

と
宇
宙
の
話
。
つ
づ
い
て
の
片
岡
憲
彦
常
滑
市
長
は

「
呼
ん
で
い
た
だ
く
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
」「
市
制

60
周
年
と
私
の
年
齢
が
同
じ
で
あ
る
の
が
感
激
で
す

が
、
最
近
は
猫
背
で
体
型
が
変
わ
っ
た
み
た
い
で
、

疲
れ
る
し
、
健
康
に
良
い
太
極
拳
を
や
ろ
う
か

な
!?
」
と
冗
談
交
じ
り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
稽

古
の
と
き
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
来
賓
席
を
立
ち
演

舞
の
輪
に
加
わ
り
一
緒
に
動
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
皆
様
の
大
拍
手
の
な
か
退
出
さ
れ
ま
し
た
。

知
多
サ
ザ
ン
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
田
邊
秀

夫
会
長
も
、
や
は
り
健
康
の
話
と
会
員
の
中
に
沢
山

太
極
拳
を
愛
好
す
る
人
が
い
て
活
気
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

楊
麻
紗
先
生
の
模
範
演
舞
に
食
い
入
る
目
の
会

員
。
そ
し
て
審
査
は
師
範
8
名
、
初
傳
も
含
め
48
名

が
す
ご
い
迫
力
で
演
舞
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
〝
気
〞
は
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
で
新
師
範
へ
の
免

状
授
与
に
会
場
か
ら
〝
お
め
で
と
う
〞〝
よ
か
っ
た

ね
〞
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
一
年
の
成
果
を
見
る
グ
ル
ー
プ
別
に

よ
る
、
演
舞
披
露
。
ま
ず
は
師
家
の
率
い
る
東
京
グ

ル
ー
プ
。〝
す
ご
か
っ
た
〞
の
一
言
に
尽
き
る
。
大

阪
と
奈
良
グ
ル
ー
プ
16
人
の
落
ち
着
い
た
動
き
は
見

事
。
昨
年
か
ら
単
独
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
大
口
町
の
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40
名
強
の
一
糸
乱
れ
ぬ
演
舞
は
身
震
い
す
る
程
の
気

に
満
ち
て
い
た
。
そ
し
て
1
2
0
人
の
地
元
演
舞

は
す
ご
い
迫
力
で
圧
巻
。
移
動
、転
身
す
る
ご
と
に
、

ド
ド
ド
、
ズ
ズ
ズ
、
ザ
ザ
ザ
。
体
育
館
が
震
え
、
ま

る
で
気
の
波
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

師
家
に
よ
る
百
華
拳
の
指
導
に
入
り
、〝
皆
さ
ん

4
つ
の
輪
を
作
っ
て
下
さ
い
〞
と
大
声
を
出
す
も
、

人
数
が
多
く
て
で
き
な
い
。
ま
た
大
声
で
〝
二
重
の

円
に
し
ま
し
ょ
う
〞
と
。
や
っ
と
落
ち
着
き
百
華
拳

を
学
ぶ
。
空
か
ら
見
る
と
輪
が
く
る
く
る
と
回
り
美

し
い
だ
ろ
う
ね
。
や
っ
て
い
て
、
日
本
古
来
の
盆
踊

り
を
思
い
出
し
、
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

最
後
に
全
員
で
記
念
の
集
合
写
真
を
撮
影
。
予
定

よ
り
50
分
も
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。〝
早
し
よ

し
、
遅
し
悪
し
〞
と
い
う
が
、
こ
れ
で
良
か
っ
た
の

か
な
？
…
…
進
行
係
り
と
し
て
の
反
省
で
し
た
。

夜
の
懇
親
会
に
入
る
。
約
1
0
0
名
。
い
つ
も

常
滑
の
懇
親
会
は
県
外
の
人
に
も
評
判
が
よ
く
、
い

き
な
り
安
来
節
、
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
と
お
か
め
の
面
を
つ

け
て
〝
ど
じ
ょ
う
す
く
い
〞
を
踊
る
。
地
元
夫
婦
の

出
演
だ
。

〝
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
〞
早
い
テ
ン

ポ
の
音
楽
に
あ
わ
せ
、
か
な
り
の
年
齢
の
方
が
、
激

し
く
、
お
か
し
く
、
腰
を
振
っ
て
踊
る
。
場
内
大
爆

笑
。
つ
づ
い
て
、
大
口
町
の
ケ
ン
玉
、
曲
に
あ
わ
せ

て
玉
を
上
下
に
、
腰
を
振
り
な
が
ら
運
ぶ
。
玉
は
良

く
落
と
す
が
、
な
か
な
か
上
手
。
か
な
り
練
習
を
し

た
そ
う
だ
。

今
年
の
懇
親
会
は
東
京
も
大
阪
も
知
恵
を
出
し
合

い
出
演
し
、
楽
し
い
一
夜
を
全
員
参
加
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
9
日
（
日
）
の
早
朝
稽
古
は
例
年
り
ん
く
う

の
砂
浜
で
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
で
し
た
が
、
今
年

は
市
の
北
陵
の
地
、
常
滑
公
園
で
小
鳥
の
声
を
聞
き

な
が
ら
の
太
極
拳
と
な
っ
た
。

観
光
は
日
本
6
古
窯
の
一
つ
常
滑
焼
の
陶
器
の
原

点
を
探
る
べ
く
「
I
N
A
X
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
訪
れ
た
。
い
き
な
り
案
内
さ
れ
た
の
が
大
き

な
窯
の
な
か
、
30
人
の
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
ほ
ど
の
窯

で
、
昔
長
さ
1
m
以
上
の
下
水
用
の
土
管
を
焼
き
、

下
水
を
完
成
、
衛
生
日
本
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
の

で
す
。

そ
し
て
、昼
食
会
場
「
盛
田
酒
造　

味
の
館
」
へ
。

S
O
N
Y
の
創
始
者
、
盛
田
昭
夫
氏
の
生
家
で
あ

る
。
古
来
、
知
多
半
島
は
醸
造
の
伝
統
が
あ
り
、
日

本
酒
、
味
噌
等
の
食
品
の
販
売
と
歴
史
を
探
訪
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
名
物
「
菜
め
し
田
楽
」
を
食
し
、

お
腹
も
満
ち
、
沢
山
の
土
産
を
G
E
T
し
皆
様
は

満
面
の
笑
顔
で
あ
っ
た
。

常
滑
駅
で
東
京
、
大
阪
、
近
郊
組
を
再
会
を
誓
っ

て
お
見
送
り
し
、
全
て
の
交
流
会
を
終
了
し
た
。

（
今
回
の
と
こ
な
め
合
宿
交
流
会
は
中
日
新
聞
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
）

常滑・杉江満寿夫師範グループの迫力ある演舞

楊麻紗先生指導による百華拳
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■
各
地
よ
り

八
ヶ
岳
・
音
楽
堂
で
太
極
拳
と
満
天
の
星

 

吉
田
　
貴
旨

10
月
16
日
〜
17
日
、池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
の
企
画
に
よ
る
「
音
楽
堂
で
太
極
拳
、
高
原
ロ
ッ

ジ
」
の
1
泊
2
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
、
楊
麻
紗
先
生

と
共
に
東
京
組
10
名
、
名
古
屋
組
20
名
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。
去
年
と
一
ヶ
月
遅
い
台
風
一
過
の
後

と
あ
っ
て
、
車
窓
か
ら
の
景
色
は
最
高
で
八
ヶ
岳
も

雲
一
つ
な
く
は
っ
き
り
と
見
え
、
会
場
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
山
も
み
じ
の
紅
葉
と
唐
松
の
黄
色
、
白
樺
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
が
見
事
で
、
満ど

う
だ
ん
つ
つ
じ

天
星
と
サ
ル
ビ
ア

の
赤
色
が
実
に
印
象
的
で
し
た
。

高
原
ロ
ッ
ジ
は
海
抜
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
所

に
あ
り
、
ロ
ビ
ー
に
あ
っ
た
暖
炉
の
薪
の
炎
が
私
達

を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
音
楽
堂
で
は
常
滑

の
杉
江
満
寿
夫
先
生
の
生
徒
さ
ん
と
合
流
し
、
木
の

温
も
り
を
感
じ
る
松
の
板
張
り
、
六
角
形
の
建
物
で

初
冠
雪
の
富
士
山
を
見
る
事
が
出
来
、
清
々
し
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
楊
麻
紗
先
生
の
御
指

導
さ
れ
る
八
段
錦
の
内
、
最
も
気
功
に
適
し
て
い
る

の
は
三
段
錦
「
調
理
脾
胃
須
単
挙
」
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
天
と
地
、
陰
と
陽
、
上
に
伸
び
伸
び
と
上
げ

る
手
が
陽
、
下
に
押
す
よ
う
に
下
げ
る
の
が
陰
、
そ

の
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
宇
宙
一
体
と
な
り
、

体
と
心
に
和
が
生
ま
れ
る
円
運
動
だ
と
の
説
明
に
得

心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
動
き
を
改
善
さ
れ
た

養
心
会
版
の
「
百
華
拳
」
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

夕
食
後
は
星
空
鑑
賞
会
で
、
小
池
支
配
人
が
ペ
ン

状
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
の
説
明
で
す
。
小
池

さ
ん
は
1
9
8
6
年
の
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
た
後
、

猛
勉
強
さ
れ
て
星
座
、
宇
宙
の
解
説
者
に
な
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
小
池
支
配
人
の
「
ま
ず
最
初
に
目
を
1

分
ぐ
ら
い
閉
じ
て
か
ら
空
を
見
る
よ
う
に
」
と
の
言

葉
ど
お
り
に
目
を
開
く
と
、
満
天
の
星
が
よ
り
一
層

き
ら
め
い
て
見
え
る
の
が
不
思
議
で
し
た
。
星
の
す

き
間
に
空
が
あ
る
感
じ
で
、
7
月
7
日
に
織
姫
星
と

牽
牛
星
が
出
逢
う
七
夕
伝
説
の
天
の
川
が
は
っ
き
り

見
え
、
宇
宙
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
一
時
で
し
た
。

早
朝
6
時
半
の
ロ
ッ
ジ
の
庭
で
の
太
極
拳
、
厚
着

と
手
袋
を
し
て
の

太
極
拳
で
寒
か
っ

た
で
す
。
2
度
目

の
音
楽
堂
で
の
練

習
及
び
昼
食
後
、

常
滑
の
皆
様
に
見

送
ら
れ
て
帰
途
に
。

途
中
、
八
ヶ
岳
大

橋
の
手
前
で
降
り

て
約
8
0
0
メ
ー

ト
ル
の
橋
を
霊
峰

富
士
を
見
な
が
ら

渡
り
ま
し
た
。
今

回
の
バ
ス
ツ
ア
ー

に
添
乗
さ
れ
お
世

話
頂
い
た
コ
ミ
カ

レ
の
佐
野
美
登
里

さ
ん
に
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

小鳥の声を聞きながらの早朝太極拳 懇親会のフィナーレは炭坑節の踊り

凛とした早朝の気を浴びながら　高原ロッジの庭先
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八
ヶ
岳
研
修
会
に
寄
せ
て 

楊
　
麻
紗

色
鳥
の
来
て
い
る
高
原
ロ
ッ
ジ
か
な

太
極
拳
初
冠
雪
の
富
士
を
見
て

満
天
の
星
の
高
原
秋
冷
ゆ
る

紅
葉
か
つ
散
る
や
早
朝
太
極
拳

前
山
へ
な
び
く
芒
の
光
か
な

ふ
じ
み
野
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

「
第
2
回
フ
ク
ト
ピ
ア
・

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フェス
タ
」

 

養
心
会
　
事
務
局

10
月
13
日
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
に
て
「
第
2
回

フ
ク
ト
ピ
ア
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
復
興
の
継
続
的
な
支
援
を
目

指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恒
例
に
な

り
、
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
の
御
協
力
に
よ
る
も
の
と

〝
ふ
じ
み
野
市
親
善
大
使
ふ
じ
み
ん
〞
の
グ
ッ
ツ
の

売
り
上
げ
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
店
が
立
ち
並
び
、
食
べ
物
か
ら
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
雑
貨
、
バ
ザ
ー
、
多
肉
植
物
の
鉢
植
え
の
展
示

販
売
等
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
10
分
間
の

整
体
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
あ
り
、
絵
画
等
の
作
品

展
あ
り
、
そ
の
他
体
験
教
室
あ
り
と
。

大
き
な
ホ
ー
ル
で
は
、
午
前
の
部
は
音
楽
系
の
も

の
が
発
表
さ
れ
、
午
後
の
部
は
太
極
拳
・
居
合
道
・

フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
交
流

プ
ラ
ザ　

フ
ク
ト
ピ
ア
に
於
い
て
〈
楊
名
時
先
生
の

娘
・
砂
織
先
生
が
指
導
す
る
太
極
拳
〉
と
し
て
講
座

を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
当
日
は
教
室
の
生
徒
と
13

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

太
極
拳
だ
け
で
も
四
つ
の
演
目
が
あ
り
、
楊
名
時

太
極
拳
24
式
と
簡
化
太
極
拳
24
式
と
太
極
剣
と
太
極

扇
。
そ
れ
ぞ
れ
に
見
応
え
が
あ
り
、
ま
た
特
徴
の
違

い
を
踏
ま
え
て
、
楊
名
時
太
極
拳
の
良
さ
を
再
確
認

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
楊
名
時
太
極
拳
と
し

て
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
楊
名
時
気
功
八
段
錦
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
に
よ
り
、
一
段
錦

か
ら
三
段
錦
を
紹
介
し
会
場
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
頂
き
、
会
場
の
気
場
が
高
ま
っ
た
中
で
の
い
い
流

れ
で
太
極
拳
の
披
露
。
音
楽
を
か
け
な
い
で
、
心
静

か
に
ゆ
っ
く
り
と
舞
い
、
皆
と
気
息
を
合
わ
せ
て
一

期
一
会
の
太
極
拳
を
味
わ
え
ま
し
た
。

ふ
じ
み
野

天の気を両手にビリビリ感じました 音楽堂から見た初冠雪の富士山

気息を合わせて一期一会の太極拳
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百
拳
は
柔
を
以
っ
て

貴
し
と
な
す 

楊
　
麻
紗

10
月
5
日
、
竹
内
彰
一
師
範
一
門
の
「
気
功
太
極

拳
大
会
」
に
招
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
台
風
の
接

近
に
伴
い
荒
れ
模
様
の
天
気
で
し
た
が
、
例
年
通
り

大
勢
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
毎
年
こ
の
会

に
参
加
し
て
、
竹
内
師
範
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。

32
回
目
の
今
回
、竹
内
師
範
は
「
百
拳
以
柔
為
貴
」

と
い
う
言
葉
と
「
太
極

功
」
の
実
技
を
教
わ
り
ま

し
た
。
百
拳
は
柔
を
以
っ
て
貴
し
の
意
味
は
、
い
ろ

い
ろ
あ
る
太
極
拳
の
流
派
の
中
で
最
も
大
切
な
こ

と
、
そ
れ
は
柔
ら
か
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

太
極

功
は
太
極
拳
の
前
後
に
行
う
準
備
運
動
で
、

八
段
錦
の
よ
う
に
立
っ
た
姿
勢
で
行
う
4
つ
の
運
動

で
す
。
4
つ
目
の
お
腹
の
前
で
ボ
ー
ル
を
抱
い
た
立

禅
の
動
き
は
、ビ
リ
ビ
リ
と
し
た
気
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
師
範
3
人
を
含
む
17
名
の
昇
段
審
査
も

行
い
、
懇
親
会
の
お
酒
に
ほ
ろ
酔
い
な
が
ら
雨
の
帰

宅
と
な
り
ま
し
た
。山

田
昌
巌
祭「
出
水
麓
ま
つ
り
」

に
参
加
し
て

 

肥
薩
友
好
会
事
務
局
　
柊
野
　
妙
子

今
年
も
鶴
の
里
、
出
水
市
の
武
家
屋
敷
跡
で
、
11

月
3
日
に
出
水
郷
第
三
代
地
頭
山
田
昌
巌
翁
の
遺
徳

を
偲
ぶ
祭
り
「
山
田
昌
巌
3
4
7
年
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
江
戸
時
代
の
儀
式
の
再
現
を
中
心

に
、
出
水
市
に
残
る
郷
土
芸
能
や
古
武
道
な
ど
を
披

露
す
る
も
の
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
、
う

ど
ん
や
た
こ
焼
き
等
の
屋
台
も
立
ち
賑
わ
い
ま
す
。

楊
家
養
心
太
極
拳
は
、
故
楊
名
時
先
生
が
、
中
国
の

太
極
拳
を
基
と
し
て
、
日
本
の
空
手
道
と
の
融
合
を

図
ら
れ
た
楊
名
時
太
極
拳
の
流
れ
を
組
み
、
日
本
の

武
士
道
に
値
す
る
も
の
と
し
て
、
特
別
に
参
加
を
許

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
指
導

者
以
上
は
、
空
手
着
で
の
参
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
日
の
夜
ま
で
雨
が
降
り
、
天
気
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
、
雨
も
上
が
り
、
青
空
に
白
い
雲

が
ゆ
っ
く
り
漂
う
最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
総
勢
80
名
は
、
白
州
を
敷
き
詰
め
た
中
、
素
足

で
楊
家
養
心
太
極
拳
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
地
の
気

が
足
の
裏
か
ら
体
内
に
流
れ
来
る
の
を
感
じ
な
が

ら
、
気
持
ち
良
く
演
舞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
客
の
皆
様
も
熱
心
に
見
て
下
さ
り
感
謝
で
し
た
。

出
水
市
は
、
鶴
の
渡
来
地
と
し
て
有
名
で
、
今
年

も
既
に
1
万
4
千
羽
を
越
え
る
鶴
が
飛
来
し
て
い
ま

す
。
鶴
見
学
と
武
家
屋
敷
の
散
策
、
皆
様
も
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
に
、是
非
鶴
の
里
「
出
水
」

に
お
越
し
下
さ
い
。

東

京

鹿
児
島

竹内彰一師範指導による「太極 功」

白州を敷き詰めた中、素足で楊家養心太極拳を披露
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■
祝
！！ 

新
師
範

今
年
は
、
次
の
方
々
が
新
し
い
師
範
に
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
10
年
の
長
き
に

わ
た
り
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

茶
木
康
晴
教
室
（
大
阪
・
熊
取
町
）

町
田
清
子　

鼎
孝
子　

谷
澤
眞
保
美

飯
森
節
子
教
室
（
大
阪
・
大
阪
市
）

脇
本
祥
生

三
輪
紘
子
教
室
（
大
阪
・
河
南
町
）

末
次
忍

川
俣
義
人
教
室
（
鹿
児
島
・
阿
久
根
市
）

柏
木
富
士
子

竹
内
彰
一
教
室
（
東
京
）

鈴
木
節
子　

清
水
富
美
子　

水
野
辰
紀

杉
江
満
寿
夫
教
室
（
愛
知
・
常
滑
市
）

河
合
葉
子　

都
築
敬
子　

根
崎
光
代　

永
田
一
雄

藤
井
光
子　

皆
川
和
子

長
谷
川
房
子
教
室
（
愛
知
・
大
口
町
）

佐
藤
利
子

高
橋
裕
子
教
室
（
神
奈
川
・
横
浜
）

服
部
洋
之

楊
麻
紗
教
室
（
東
京
）

中
村
え
り
子　

小
林
軍
一
郎　

安
藤
拓
子

岩
城
イ
ク
子　

内
田
奈
保
穂

 

（
以
上
22
名　

審
査
日
順
）

■
師
範
レ
ポ
ー
ト
よ
り

●
ウ
ツ
の
気
分
が
晴
れ
や
か
に
な
っ
た

 

神
奈
川
・
服
部
　
洋
之
（
49
歳
）

今
か
ら
お
よ
そ
10
年
前
、
当
時
、
軽
度
の
ウ
ツ
を

発
病
し
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

通
院
を
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
こ
の
楊
名

時
太
極
拳
を
始
め
て
い
た
の
で
す
。

最
初
は
、
手
の
動
き
、
足
の
捌
き
、
型
の
難
し
さ
、

姿
勢
、目
線
…
…
な
ど
極
め
て
難
し
い
事
つ
づ
き
で
、

稽
古
に
行
く
の
が
つ
ら
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
1
時
間
半
の
後
、
太
極
拳
を
舞
い
、
八
段
錦

で
締
め
く
く
る
と
、
自
然
に
「
気
分
が
晴
れ
や
か
に

な
り
、
体
も
軽
く
な
っ
て
い
た
」
の
で
す
。

心
と
体
は
別
々
な
の
か
？
西
洋
医
学
的
に
は
、
そ

の
二
つ
の
間
に
は
直
接
的
な
関
係
を
見
出
し
ま
せ

ん
。し

か
し
、東
洋
医
学
は
「
心
身
は
共
に
関
係
す
る
」

が
基
本
で
す
。
太
極
拳
で
体
を
動
か
す
事
で
、
実
は

「
心
を
ほ
ぐ
す
」
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

以
来
、
私
は
太
極
拳
の
奥
深
さ
に
し
び
れ
、
ま
た
、

東
洋
医
学
を
学
ぶ
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
、
太
極
拳
、
気
功
、
推
手
、
整
体
、
鍼
灸
、

止
観
、
仏
教
学
、
儒
学
…
…
や
り
た
い
こ
と
が
多
く

悩
む
ほ
ど
で
す
。
そ
ん
な
嬉
し
い
悩
み
の
発
端
が
太

極
拳
だ
っ
た
の
で
す
。

楊
名
時
太
極
拳
は
、
中
国
の
伝
統
拳
を
基
に
、
日

本
の
伝
統
の
技
と
禅
の
精
神
を
融
合
さ
せ
た
健
康
太

極
拳
。
ま
た
、
気
功
を
ふ
ま
え
た
友
好
的
、
哲
学
的
、

芸
術
的
な
健
康
法
と
い
え
ま
す
。

●
人
生
最
高
の
宝
物

 

愛
知
・
藤
井
　
光
子
（
66
歳
）

太
極
拳
は
人
生
最
高
の
宝
物
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
夫
と
の
思
い
出
で
す
。
定
年
退
職
後
趣

味
の
ま
っ
た
く
な
い
夫
が
一
日
中
家
に
居
り
、
そ
ん

な
姿
を
見
て
い
た
私
が
体
調
を
崩
し
、
私
を
心
配
し

て
く
れ
た
友
人
が
夫
を
な
ん
と
か
外
へ
連
れ
出
し
て

く
れ
た
の
が
太
極
拳
で
し
た
。

無
理
や
り
太
極
拳
へ
友
人
と
二
人
で
体
験
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
夫
（
平
成
23
年
12
月
15
日
没　

2
年
間
療

養
）
は
杉
江
満
寿
夫
先
生
の
お
人
柄
に
一
目
惚
れ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
来
8
年
間
夫
婦
二
人
で
太
極

拳
生
活
（
週
3
日
）
に
な
り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い

杉
江
満
寿
夫
、
潤
子
両
先
生
と
の
め
ぐ
り
会
い
で
沢

山
の
良
き
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、
人
生
最
後
の
時
を
夫

婦
二
人
共
通
の
趣
味
が
で
き
、
夫
が
充
実
し
た
日
々

を
送
れ
た
こ
と
を
見
ら
れ
た
私
は
と
て
も
幸
せ
で

す
。
太
極
拳
に
感
謝
で
す
。

●
半
月
板
の
損
傷
が
治
っ
た

 

愛
知
・
永
田
　
一
雄
（
63
歳
）

私
は
、
太
極
拳
を
始
め
た
こ
ろ
に
左
足
を
痛
め
ま

し
た
。
病
院
で
診
察
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
は
、
半

月
板
が
傷
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
、
少
し
は
治
る
と

言
わ
れ
て
あ
き
ら
め
て
太
極
拳
を
続
け
て
い
た
と
こ

ろ
が
、2
ヶ
月
ぐ
ら
い
し
て
痛
み
が
少
し
無
く
な
り
、

半
年
ぐ
ら
い
で
元
の
体
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

太
極
拳
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
が
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
継
続
は
力

な
り
」
と
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

第24号 （7）　2014.12.25

■
い
ろ
ど
り
豊
か
な
食
事

楊
　
麻
紗

統
合
医
療
女
性
の
会
主
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
続
・

か
し
こ
く
、
て
い
ね
い
に
食
べ
る
」
に
出
席
し
ま
た
。
医

療
の
世
界
で
活
躍
す
る
講
師
陣
が
3
回
に
わ
た
り
「
食
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
板
村
論

子
先
生
の
「
い
ろ
ど
り
で
食
を
考
え
る
」
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

食
は
生
き
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
喜
び
で
す

が
、体
に
良
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
は
た
ん
ぱ
く
質
、

炭
水
化
物
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
な
ど
の
栄
養
素
を
取
り
入
れ
た
豊
か
な
食
事
で
す
。

そ
し
て
、
健
康
に
役
立
つ
第
8
の
栄
養
素
の
フ
ィ
ト

ケ
ミ
カ
ル
（
植
物
化
学
物
質
）
は
、
万
病
の
も
と
と
い

わ
れ
る
活
性
酸
素
を
除
去
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
て
い
て
、

一つ
の
野
菜
に
数
百
種
類
含
有
し
、
ビ
タ
ミ
ン
と
共
に
抗

酸
化
物
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
色
に
も
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
ま
す
。

緑
の
野
菜
・
果
物　

自
然
と
健
や
か
さ

赤
の
野
菜
・
果
物　

食
欲
の
増
進
と
抗
酸
化

橙
の
野
菜
・
果
物　

太
陽
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
抗
酸
化

黄
の
野
菜
・
果
物　

ビ
タ
ミ
ン
で
回
復
を
促
す

紫
の
野
菜
・
果
物　

眼
に
や
さ
し
い
癒
し

黒
の
野
菜
・
果
物　

渋
み
と
苦
味
と
滋
養

白
の
野
菜
・
果
物　

保
護
と
回
復

2
0
1
2
年
米
国
農
務
省
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
改
善

す
る
た
め
の
10
項
目
の
中
に
、
食
事
の
半
分
を
野
菜
と

果
物
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
献
立

を
自
然
の
恵
み
で
あ
る
旬
の
野
菜
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
加
工
食
品
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
。

そ
し
て
、
油
は
非
常
に
酸
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
亜
麻
仁
油
が
お
勧
め

で
す
が
、
亜
麻
仁
油
は
熱
に
弱
い
の
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

用
い
、
使
う
と
き
に
作
る
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、
マ
ー

ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
な
ど
の
加
工
植
物
油
は
自
然

界
に
は
な
く
、
体
内
酵
素
で
分
解
で
き
な
い
た
め
と
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
毎
日
使
い
、
発
酵
食
品
も
お

勧
め
で
す
。

腸
内
細
菌
を
整
え
る
発
酵
食
品
や
ネ
バ
ネ
バ
野
菜
の

オ
ク
ラ
や
山
芋
、
め
か
ぶ
な
ど
も
取
り
入
れ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
調
味
料
や
ス
パ
イ
ス
に
も
拘
る
よ
う
に
と
の

こ
と
で
し
た
。

■
楊
名
時
先
生
の
言
葉 

楊
　
麻
紗

最
高
の
も
の
は
1
回

俳
優
の
高
倉
健
さ
ん
が
11
月
10
日
、
悪
性
リ
ン

パ
腫
の
た
め
83
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
全
国
か

ら
沢
山
の
哀
悼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

彼
が
一
俳
優
と
し
て
で
は
な
く
「
寡
黙
で
耐
え
る

日
本
の
強
い
男
の
生
き
様
」
を
、
私
生
活
で
貫
い

た
と
こ
ろ
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
楊
名
時
先
生
も
私
も
高
倉
健
さ
ん
の
フ
ア

ン
で
し
た
の
で
、
と
て
も
残
念
で
す
。

N
H
K
が
立
て
続
け
に
高
倉
健
の
特
集
番
組

を
3
本
放
送
し
ま
し
た
。そ
の
中
の「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」
は
高
倉
健
さ
ん
の
最
後

の
映
画
と
な
っ
た
〈
あ
な
た
へ
〉
の
撮
影
現
場
を

追
い
な
が
ら
、
文
化
勲
章
を
受
け
た
彼
の
俳
優
と
し

て
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
な
か
な
か
見

応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
ぽ
つ

り
ぽ
つ
り
と
話
す
言
葉
が
ず
し
り
と
胸
に
響
き
、
そ

の
語
り
口
と
内
容
が
楊
名
時
先
生
と
似
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

役
者
は
体
が
資
本
な
の
で
筋
肉
を
鍛
え
、
美
食
を

避
け
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
基
本
。
そ

し
て
、役
を
演
じ
る
こ
と
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、

特
に
映
画
で
は
生
き
方
が
芝
居
に
出
る
の
で
、
自
分

を
律
し
現
実
の
生
身
を
晒
し
な
が
ら
、
心
に
感
ず
る

も
の
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
心
に
よ

ぎ
ら
な
い
も
の
は
で
き
な
い
の
で
、
常
に
感
性
を
磨

く
努
力
を
し
て
い
る
。
同
じ
感
性
と
集
中
力
で
同
じ

演
技
は
出
こ
な
い
の
で
、本
番
は
1
回
き
り
。
ま
た
、

彼
は
81
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
姿
勢
が
よ
く
元
気
な

の
は
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
た
人
の
生
き

様
を
描
い
た
本
を
読
み
、
自
分
を
律
し
て
き
た
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

楊
名
時
先
生
も
太
極
拳
の
稽
古
に
対
す
る
姿
勢

は
、
高
倉
健
さ
ん
と
同
じ
で
し
た
。
1
回
の
稽
古

は
1
回
き
り
、
そ
の
1
回
に
す
べ
て
を
か
け
て
行

う
こ
と
を
力
説
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
を
作
る

と
き
の
写
真
も
、
ビ
デ
オ
を
作
る
と
き
の
演
舞
も

1
回
き
り
で
、
2
度
3
度
の
取
り
直
し
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
気
持
ち
が
集
中
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

普
段
の
稽
古
の
中
で
、
心
と
体
を
放
下
し
て
舞

い
な
が
ら
も
一
期
一
会
の
気
持
ち
で
行
う
と
、
太

極
拳
の
奥
深
さ
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
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【
編
集
後
記
】

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
「
花
燃
ゆ
」
で
、

主
役
は
吉
田
松
陰
の
妹
の
杉
文
で
す
。
物
語
り
は
兄

の
松
陰
と
久
坂
玄
瑞
、
高
杉
晋
作
、
伊
藤
博
文
な
ど

の
松
下
村
塾
の
弟
子
た
ち
の
人
間
模
様
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
幕
末
の
激
動
の
時
代
を
描
い
て
い
く
も
の

だ
そ
う
で
す
。
今
回
で
大
河
ド
ラ
マ
は
第
54
作
目
。

一
作
目
は
井
伊
直
弼
を
描
い
た
「
花
の
生
涯
」
で
、

こ
の
ド
ラ
マ
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
何

故
な
ら
私
は
こ
の
年
に
上
京
し
た
か
ら
で
す
。

歴
史
上
で
日
本
人
が
一
番
好
き
な
言
葉
と
し
て
、

高
杉
晋
作
の
「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
を
お
も

し
ろ
く
」
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
面
白
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
世
を
面
白
い

と
感
じ
る
か
、
面
白
く
な
い
と
感
じ
る
か
は
心
の
持

ち
方
し
だ
い
、
と
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

来
年
私
は
72
歳
で
年
女
で
す
。
ど
ん
な
年
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
や
私
に
と
っ
て
穏
や
か
で
面

白
い
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
体
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。 

（
楊
麻
紗
）

ホームページ用
原稿募集！！

ホームページを更に充実した
いと思います。各地の行事、
情報、レポート、写真等、事
務局までお寄せ下さい。

● ホームページアドレス ●
http://www.taikyokuken.jp

■ 

癒
し
の
風
景

お知らせ 2015 年新年懇親会

◆
3
月
15
日
（
日
）
指
導
者
研
修
会
（
予
定
）

◆
3
月
29
日
（
日
）
奈
良
・
唐
招
提
寺
参
拝
（
予
定
）

◆
4
月
26
日
（
日
）
な
に
わ
友
の
会
健
康
太
極
拳

　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
大
会
（
決
定
）

楊家養心太極拳・NPO法人太極拳養心会の「2015年新年懇親会」を、下記のとおり開催いたします。
今回の会場は昨年と同じ東京の「上野精養軒」です。ご多忙中の帯津良一先生もご出席くださいます。
窓から不忍池が望める明るい会場で、美味しい料理を味わいながら、親睦を計り絆を深めたいと思
います。皆様のご出席を心よりお待ちしております。

＜交通のご案内＞
上野精養軒
〒110-8715　東京都台東区上野公園4番58号
●TEL　03-3821-2181
●最寄駅
JR上野駅公園口（徒歩5分）
京成上野駅（徒歩5分）
地下鉄上野駅（徒歩5分）
JR御徒町駅・地下鉄上野御徒町駅（徒歩12分）

日　時 2015年2月11日（水・建国記念の日）
11：30～14：00（受付11：00～）

会　場 上野精養軒　3F　桐の間
会　費 10,000円
形　式 着席スタイル　定員150名

申　込
教室単位。教室担当の先生方は、ご面倒でも
出席者の取りまとめをお願いいたします。（申
込〆切1月26日。出席者名および会費を郵
便書留で事務局へ送付）

八
ヶ
岳
高
原
ロ
ッ
ジ
の
遊
歩
道

階
段
を
上
る
と
絶
景
の
美
鈴
池
が
あ
る

（
写
真
／
ラ
ド
チ
ェ
ン
コ　

デ
ィ
ミ
ト
リ
）

（
絵
／
大
石
由
美
子
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
極
拳
養
心
会
　

理
事
長
　
　
楊
　
麻
紗

役
員
一
同

本
年
も
宜
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

迎
春


